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Ⅲ．論文要旨 

 

序章 本研究の背景・目的・特質・方法 

本研究の目的は，近年各国で取り組まれる持続可能な開発のための教育(Education for 

Sustainable Development, ESD)の視点を取り入れた地理教育改革について，ESD 先進国

であるドイツ地理教育における近年の動向を検討し，地理教育改革において ESD が果たす

役割並びにESDの視点を取り入れたことによる地理教育の変化について明らかにすること

である。 

ESD の目標は，地球的視野で考え，様々な課題を自らの問題として捉え，身近なところ

から取り組み，持続可能な社会づくりの担い手となる市民を育成することにある(「国連持

続可能な開発のための教育の 10 年」関係省庁連絡会，2006，p.6)。ESD は，2002 年の持

続可能な開発に関する世界首脳会議(ヨハネスブルク・サミット)において日本政府によって

提案され，主導機関である国連教育科学文化機関(UNESCO)は，2005 年から 2014 年まで

の 10 年間を「国連持続可能な開発のための教育の 10 年(UN Decade of Education for 

Sustainable Development，UNDESD)」として定め，ESD の推進に努めた。 

持続可能な開発の達成，持続可能な社会の形成のために，「国連持続可能な開発のための

教育の 10 年(2005～2014 年)国際実施計画(UNDESD-IIS)」では，「教育について疑問を持

ち，再考し，修正し，環境，経済の各領域における持続可能性に関連するより多くの原則，

知識，技能，洞察力，価値観を教育に取り入れることが，私たちの現在そして社会にとって

必要である」(佐藤・阿部，2006，p.191)と示している。また ESD の学習過程で求められる

要素は，多岐にわたる課題について，各学問の視点を用いて，多様な学習方法によって多面

的・批判的に分析や解決案を提案し，学習者に意思決定させ，価値観などに変化をもたらす

ことを想定したものとなっている。 

日本では平成 20 年，21 年版学習指導要領において，「持続性」と「持続可能な社会」と

いう視点が中学校社会科や高等学校地理歴史科，理科などの教科を中心に明記された。地理

教育の分野においても ESD の理論や実践の在り方に関する議論され，多様な研究が展開し

た。代表的な研究としては，中山ほか編(2011)がある。同研究では，地理教育における ESD

カリキュラム開発を視野に入れ，学習指導要領における ESD の位置付け，地理における教

材開発の目標，内容，方法等の理論，小学校から大学までを対象にした ESD 実践，海外に
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おける ESD の取り組みの現状を明らかにした。そのほかには，新学習指導要領に準拠した

ESD の授業実践研究(中山ほか編，2012；泉ほか編，2012)などがある。 

 日本では ESD が地理学習で扱う学習内容として位置づけることができる一方で， ESD

は既存の教育に対して変革を求めており，また ESD に取り組む地理教育に対しても変革を

迫っている。では，ESD の視点を取り入れることにより地理教育はどのように変化してい

るのか。本研究では，ESD による教育改革が進むドイツ連邦共和国の地理教育を対象とし

て，ESD の視点を取り入れた地理教育の特徴を明らかにして，日本の地理教育の改善に貢

献することを研究目的とする。 

 ドイツは「ヨーロッパにおいて ESD の推進が先行している国のひとつ」(卜部，2011)で

あり，ドイツの基本法(憲法)のなかには「持続可能性」の概念が組み込まれている。トラン

スファー21 (2012，p.14)は「ESD は単に SD の理念と具体像を教えるだけの教育だけでは

なく，SD を支えるための行為規範を与える教育であるべきとされる」と指摘し，行動規範

を育成する観点から ESD が推進されており，それを目指した計画書・指針が発表されてい

る点も注目に値する。 

本研究の方法は次のとおりである。 

第一章では，第二次世界大戦以降の世界の地理教育の歴史の整理から地理教育のターニ

ングポイントとしての ESD を位置づけ，いくつかの地域の地理教育を取り上げて ESD が

与えた影響について考察した。第二章では，IGU-CGE の諸宣言の分析から，地理教育にお

ける ESD 実践の視点を明らかにするとともに，IGU-CGE のもつ地理教育観を明らかにし

た。またドイツ地理教育を対象に，諸宣言がどのように影響したかについて検討した。第三

章では，連邦レベルにおけるドイツ地理教育を対象に，地理カリキュラムの変遷から，ESD

登場の背景を明らかにするとともに，カリキュラムに影響を与える一般教育学と地理学の

視点から ESD 実践のアプローチを整理した。第四章では，州レベルにおけるドイツ地理教

育の状況を整理するとともに，バーデン＝ヴュルテンベルク州の地理教育を事例に，州レー

ルプラン並びに地理教科書の分析から，ESD 実践の特徴について分析した。 

 

 

第一章 世界の地理教育改革と ESD 

第一章では，世界の地理教育における改革の歴史を整理し，地理教育改革における ESD

の位置付けについて明らかにした。 

世界の地理教育の歴史・ターニングポイントを研究した Stoltman(2006)を参考に，この

研究が UNDESD 開始直後のものであることを考慮し，最近の地理教育の動向を検討しな

がら，世界の地理教育における改革の背景や動向，地理教育における ESD の視点を整理し

た。そのうえで北米，ヨーロッパ，東・東南アジア地域の地理教育を対象に，その地域にお

ける ESD の観点や展開状況，地理教育における ESD の観点や特徴について検討した。 

世界の地理教育における過去のターニングポイントの特徴としては，大きく「地理学にお
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ける変化」，「社会や地球規模の問題に対応するために登場した教育課題(環境教育や国際理

解教育など)」の 2 点を挙げることができた。また地理教育改革における ESD の位置付け

を検討した結果，ESD は「社会や地球規模の問題に対応するために登場した教育課題」に

位置づいていると指摘できた。また，戦後の地理教育はユネスコとの密接な関係を築き，国

際地理学連合・地理教育委員会(IGU-CGE)は，ユネスコ憲章等の支持やユネスコの国際理

解教育に対して積極的に取り組んできた。ESD がユネスコを主導機関として展開される教

育の取り組みであることから，ESD は地理教育が取り組む必然性を有していることがわか

った。 

ESD の影響については，北米地域では，地理教育と環境教育の連携強化，ヨーロッパ地

域においては，地理教育の役割の変化，アジア地域においては，グローバル化の中で進めら

れた教育改革において，地理教育の有用性を示すといった点で，ESD が各地域の地理教育

に対して影響を与えていることを明らかにした。 

 

第二章 国際地理学連合・地理教育委員会による地理教育振興策と ESD 

第二章では，国際地理学連合・地理教育委員会(IGU-CGE)の地理教育振興策に焦点を当

て，国際的なレベルにおける ESD に対する地理教育の取り組みの指針と，IGU-CGE の活

動に対して積極的な反応を示すドイツ地理教育との関係について明らかにすることを目的

とした。 

IGU-CGE では 4 年ごとに開催される国際学会本大会や 2 年ごとの地域大会の時に，地

理教育振興策の一つである諸宣言を公表することで，地理教育の取り組みや実践の指針を

示している。本章では，その諸宣言のなかでも ESD に関係の深い 2 つの諸宣言(「地理教育

国際憲章」，「持続可能な開発のための地理教育に関するルツェルン宣言」)における諸宣言

の地理的能力の特徴について分析した。 

「地理教育国際憲章」における到達目標をみると，地理教育の方向性として「地理学の五

大テーマ」を根底にした地理的知識を用いて，多様なスケールから問題を発見，分析を試み，

世界基準の普遍的価値を判断基準として地域スケールに適した行動ができる地球的市民の

育成を目指していることが明らかになった。 

「持続可能な開発のための地理教育に関するルツェルン宣言」は，「地理教育国際憲章」

を基礎としながらも，ESD の観点が盛り込まれたことで，学際性の考え方，カリキュラム

における地理の位置づけに大きな変化がみられた。また地理的能力においては，持続可能な

社会を担う市民の育成を視野に入れながらも，その市民を育てる土台となる社会を理解す

るための知識や概念，技能が，簡潔に定義されていた。 

諸宣言が示す地理教育の背景には，地球規模における普遍的な価値や倫理を根底とした

一貫した地理教育の目標を IGU-CGE が掲げているためである。Haubrich(2009)は，「地理

教育はよりよい現代，将来世界のために若い世代を教育することによって重要な役割を果

たしている」と述べ，その目標のために地球的倫理と適切な教科コンピテンシーが必要であ
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ると指摘している。また「社会や環境の変革に対する積極的なアプローチは委員会の宣言の

重要な要素である」(Haubrich，2009)と述べていることから，これらの価値や倫理を用い

ての社会変革を行うことのできる人間を育成することに最終的な目標が置かれていること

がわかった。 

IGU-CGE 諸宣言を，自国の地理カリキュラムあるいは地理教育研究において取り組んで

きたのがドイツである。この背景には，IGU-CGE の委員長(1988－1996)を務めた H. 

Haubrich(フライブルク教育大学)の影響があると考えられる。彼は「地理教育国際憲章」の

原案を作成 (中山訳，1993)するとともに，ドイツ国内のカリキュラム作成に関わってきた。

Haubrich が作成に関わった「地理教育国際憲章」は，同宣言の公表以降ドイツ国内で作成

された地理カリキュラム等において参考，あるいは地理教育の目標として示されているな

ど，IGU-CGE がドイツ地理教育に対して影響を与えていることがわかった。 

 

第三章 連邦レベルにおけるドイツ地理教育の系譜と ESD の取り組み 

第三章は，連邦レベルのスケールからドイツ地理教育における ESD の実践の背景や要因

について明らかにするとともに，『ドイツ地理教育スタンダード』の特徴と ESD の関係に

ついて明らかにすることを目的とした。 

最初に学習の方向性を規定する地理レールプランの変遷を検討し，地理教育と ESD の接

点について考察したうえで，地理レールプランの作成に影響を与える教育学と地理学の視

点から，持続可能な開発や ESD に対するアプローチや展開・成立について明らかにした。

この考察結果をもとに，ドイツ地理学会(DGfG)によって作成された『ドイツ地理教育スタ

ンダード』の特徴と ESD とのつながりについて検討した。 

ドイツの地理レールプランは，学校教科としての地理科が成立して以来，地理レールプラ

ンは様々な変遷をたどってきたが，ESD の視点は 1990 年代における持続可能な開発に関

する議論の時から，社会的要請や国際的な地理教育の動向の影響を受け，地理レールプラン

中に盛り込まれた。持続可能な開発を含めた ESD に関する議論は，地理レールに影響を与

える一般教育学と地理学からもなされていた。一般教育学の領域では，1990 年代に ESD が

概念的に展開し，学校教育における実践的な ESD プロジェクトを経て ESD で育む能力で

ある「形成能力(Gestaltungskompetenz)」が規定された。また ESD の展開に当たっては，

PISA ショック以降展開した教育改革が深く関係していた。地理学においても「人間－環境」

やそれに基づいた持続可能な開発の考えが重視され，ドイツ地理学で議論された「社会―環

境研究モデル(Gesellschaft-Umwelt-Forschung)」や空間の多様な見方・考え方である「空

間概念(Raumkonzept)」が，『ドイツ地理教育スタンダード』中に獲得すべきコンピテンシ

ーの一部として，あるいは学習方法として盛り込まれた。 

最後に『ドイツ地理教育スタンダード』について検討した結果，同スタンダードにおける

ESD の貢献点については，地理学のもつ学際性，システムとして空間を捉えることが指摘

できた。また同スタンダードが示す目標の検討から，空間形成能力を活用することで持続可
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能な社会に変革する能力をもった市民を育成することが、可能であることがわかった。 

 

第四章 州レベルの地理教育における ESD 実践の特徴 

 第四章では，第三章の連邦レベルにおける ESD の取り組みを受け，州レベルの地理学習

における ESD 実践の特徴についてギムナジウム前期中等地理教育を対象に，明らかにする

ことを目的とした。 

本章では，独立科としての地理が多いギムナジウムにおいて，PISA ショック以降改訂さ

れたレールプラン『教育スタンダード(Bildungsplan)』より，地理と公民分野が統合した統

合教科「地理-経済-共同社会(GWG)」が誕生したバーデン＝ヴュルテンベルク州(以下，BW

州とする)に焦点を当て，『教育スタンダード』，BW 州地理教科書『TERRA GWG Geographie-

Wirtschaft Gymnasium Baden-Württemberg』(以下，BW 州『TERRA』とする)を分析した。 

 BW 州では地理分野だけでなく，GWG 全体として持続可能な開発に教育できる行動に関

する知識を育成することが掲げられており，教科横断的な学習内容においても持続可能な

開発に関するものを『教育スタンダード』中にみることができた。また地理分野では，ESD

に関係する地球規模の課題に関してみると，7/8 学年以降に設定されており(例えば，「一つ

の地球-一つの世界」，「世界的な移動」，「大気の危機と保全」)，各テーマに関連した持続可

能な解決策(例えば，持続可能な経済の解決アプローチや持続可能な都市開発など)に関して

議論する，あるいは論じるコンピテンシーの育成が目指されていた。 

 BW 州地理教科書『TERRA』では，『教育スタンダード』にほぼ対応した内容構成・配列

を採用している。また ESD に関しては，持続可能な開発に関して学ぶ単元が設定されると

ともに，具体的な持続可能な方法を理解する単元と，環境，社会，経済の全領域における持

続可能な開発という原則を理解，具体的な事例を活用するという単元にわけることができ

た。 

 

終章  地理教育改革において ESD が果たす役割と展望 

各章の分析結果から，地理教育改革において ESD が果たした役割として，以下の 3 点が

指摘できる。 

1 点目は，地理教育の性格に変化をもたらした点である。既存の教育に対して，持続可能

性に関連するより多くの原則，知識，技能，洞察力，価値観を取り入れることを ESD は求

める。各国の地理教育が ESD に取り組んだことで，これまでの地理教育の在り方を変化さ

せた。とりわけドイツを含むヨーロッパ地域における地理教育は，伝統的に権威があるもの

として教授してきた「地理」ではなく，市民を育成するための手段としての「地理的研究」

のスキルの学習や思考力の育成にその性格を変化させており，その傾向が顕著である。 

 2 点目が，地理教育のもつ総合性や学際性の強化である。地理教育が ESD に貢献できる

点の一つとして，地理学の学際性を活用した複数の科学視点から事象にアプローチできる

ことが示されている。また「持続可能な開発のための地理教育に関するルツェルン宣言」で
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は UNDESD-IIS が示す「行動テーマ」の多くが地理的特徴をもつ(大西訳，2008)ことを提

示している。しかし阪上(2012)はこれらのテーマに関して，問題の解決のためには地理だけ

でなく，個々の問題に応じた専門的視点からのアプローチも必要であることを指摘した。

ESD で扱われる諸課題が様々な要因と結びつくため，地理の視点を含めた多様な視点での

アプローチが求められる。 

 3 点目が，持続可能な開発に対する地理学の専門的アプローチが議論され，地理教育に反

映された点である。ESD あるいはその中心概念である持続可能な開発は，教育を含め様々

な領域・分野において議論されている。「地球の持続可能性を脅かす複雑な諸問題に対処す

るための教育が，ESD の課題である。これは，教育改革のみでは達成されないであろう。

ESD には，持続可能な社会の形成には社会のさまざまな部門による教育が重要であり，他

の領域からのアプローチが必要である。 

 今後の課題としては，以下の 2 点である。 

 1 点目がドイツ地理教育における具体的な学習過程については十分に示すことができな

かった。また州レベルでは BW 州地理学習しか取り上げなかったため，他の州における地

理学習の特徴やドイツ地理教育におけるESD実践やカリキュラム構成の特徴については十

分に検討できなかった。他の州を研究対象に加え，ドイツの地理教育が ESD に取り組む背

景や理論を明らかにすることが課題である。 

 2 点目は，ドイツの分析から得た研究成果を踏まえ，理論と実践の両面から，ESD の視

点を入れた日本の地理教育改革に貢献することが課題である。 
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